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飯塚市地域情報化計画後期個別施策の策定について(概要版) 

 

飯塚市地域情報化計画策定の経緯と概要 

●計画策定の趣旨 

 本計画は、ICT の特性を生かして、地域情報化を推進するための施策として H30.3 に

策定 

●計画の位置づけ 

 本市のまちづくりの基本的な方向性を示した「第 2 次飯塚市総合計画」を上位計画と

し、情報化の動向等を踏まえながら、本市が取り組む情報化施策を示す計画として位置

づけ、計画期間を令和 8 年度までとしている。 

●進捗管理と計画の推進 

 市民・民間事業者・大学等から広く意見を求めるために「飯塚市地域情報化計画推進

委員会」を設置し、計画期間を「前期(平成 30 年度～令和 2 年度)」、「中期(令和 3 年度

～令和 5 年度)」、「後期(令和 6 年度～令和 8 年度)」に区切り進捗管理を毎年度及び期

毎に実施している。 

●計画の見直し 

 施策の進行状況及び評価、並びに市民ニーズ、社会情勢の変化に加え、情報化技術の

進展に柔軟に対応するため、計画各期の最終年度に必要に応じて見直しを行う。 

 

後期個別施策見直しのポイント 

 各個別施策に「重点施策」、「推進施策」、「調査研究施策」を設定。中期まで重点施策

として取り組み概ね事業が完了した施策で、活用方法を一部改善・修正しながら、継続

して取り組む施策において「継続施策」として新設する。 

 国において各自治体が重点的に取り組むべき事項としていることから、自治体フロン

トヤード改革の推進、自治体の情報システムの標準化・共通化、マイナンバーカードの

普及促進・利用の促進、AI・RPA の利用推進について重点施策として取り組む。 
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